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第１ 総   則 

 

１ この仕様書は、市川市消防局（以下「当局」という）が令和３年度に整備する消防

ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）（以下「車両」という）の製造及びこれらに関する仕様

について定める。 

２ 車両は、この仕様書がすべて満足されるものでなければならない。 

３ 車両は道路運送車両法及び道路運送車両の保安基準その他関係法令に適合し、かつ

消防防災施設等整備費補助金交付要綱に定める車両の規格に適合し、緊急自動車とし

て承認が得られるものであること。 

４ 受注者は、製造に先立ち本仕様書について当局と協議を行い、細部について確認を

行うこと。なお、本仕様書に変更の必要を認めたときは確認の図書（議事録等）を取

り交わすこと。 

５ 製造途上に生じた疑義は、受注者、発注者が協議の上誠意を持って対処し、必要に

応じて指示又は承認を受けるものとする。 

６ 提出書類 

（１）受注者は製造に先立ち、次の製作図書を９０日以内に提出し承認を受けるもの 

  とする。 

ア 着工届              １部 

イ 内訳書              ３部 

ウ シャシ及びポンプ等諸元表     ３部 

エ ポンプ関係図（真空ポンプ含む）  ３部 

オ シャシ及びポンプ本体組立図    ３部 

カ 配管図              ３部 

キ 動力伝達装置関係図        ３部 

ク 電気配線図            ３部（ヒューズ系統図及び使用電 

                      流一覧表含む） 

ケ 製作工程表            ３部 

コ ぎ装図              ３部 

サ その他当局の指示するもの 

（２）完成納入時、次の書類を提出する。 

ア 完成図               ３部 

イ 完成配線図            ３部 

ウ 受託試験の成績表（ポンプ、真空） ３部 

エ 各種取扱い説明書（シャシ、ポンプ）２部 

オ 各種保証書            １部 

カ 諸元表（シャシ、積載品等）    ３部 

キ 塗装の工程写真          １部 
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ク 完成車両の写真          ３部 

提出写真は①前後、②左右、③車両上部をＡ４用紙にカラー印刷したものとす 

る。 

ケ 各種検査写真 

コ その他当局の指示するもの。 

 

第２ 仕   様 

 

１ シャシ 

（１）シャシはダブルキャブハイルーフ型とし、２０２１年製シャシで、消火・救助活

動等に必要な各種装備品を設け、災害時における諸活動を迅速に行える構造とし、

十分な耐久性を有し、車両総重量の状態においての使用に耐え得るものであること。 

（２）シャシの基準寸法 

ア 全   長    ６．００ｍ 以下 

イ 全   幅    １．９５ｍ 以下 

ウ 全   高    ３．００ｍ 以下 

エ ホイールベース  ３．００ｍ 以下 

オ 車両総重量    ７．５０ｔ 未満 

（３）消防専用シャシとして承認を受けたもの 

（４）エンジン性能 

ア エンジン     ディーゼルエンジン 

（メーカー最新の排ガス規制に適合した低公害車であること） 

イ 最高出力     １１０ｋｗ以上 

ウ 総排気量     ４０００ｃｃ以上 

（５）定  員      ５名以上 

（６）駆動方式      ４輪駆動（２駆切替可） 

（７）ミッション形式   マニュアルトランスミッション 

（８）キャブ装置     ４ドアダブルキャブ型、電動油圧チルト装置付き 

（９）タイヤ       オールシーズンタイヤ（アルミホイール） 

（10）バッテリー     消防専用シャシ適合品（バッテリーメインスイッチ付き） 

（11）ブレーキ       ４輪ＡＢＳ装置付き。駐車ブレーキを引かずにドアを開放 

した際に警報を発する装置を取り付けること 

（12）フロント及び、リアサスペンションの強化 

 

２ 装備品 

（１）パワーステアリング 

（２）坂道補助発進装置 

（３）電動格納式ミラー（熱線入り） 

（４）電動キャブチルト装置（支え棒付） 
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（５）後退警報装置 

（６）バッテリーメインスイッチ 

（７）エアコン、リアエアコン（可能な限り取り付けること） 

（８）カーナビゲーション、AM・FM ラジオ（テレビ機能については、受信できないよう 

にすること） 

（９）バックアイカメラ 

（10）ＬＥＤヘッドランプ・ＬＥＤフォグランプ 

（11）フロントスポイラー 

（12）フロントメッキグリル、メッキバンパー 

（13）牽引フック（可能な場合車両前後部） 

（14）サンバイザー（左右） 

（15）サイドバイザー 

（16）泥除けゴム 

（17）ナンバーフレーム 

（18）集中ドアロック（全ドア） 

（19）ＬＥＤテールランプ 

 

３ 付属品 

（１）フロアーマット 

（２）スペアタイヤ 

（３）タイヤチェーン 

（４）ブースターケーブル 

（５）標準工具（ジャッキ付） 

（６）非常停止板 

（７）牽引ワイヤー 

 

４ 車体の構造 

（１）車体の構造は、両側面各１面のシャッターを設けたシャッター構造とする。 

（２）車体は、堅牢で十分な強度及び安定度を有し、機動性、耐久性、耐食性に優れ、 

重量バランスに優れたもので、常時登録された車両総重量の状態において、充分耐 

え得るものであること。 

また、車体の主要構造体であるサブフレームは鋼鉄製とし、それ以外の車体フレ 

ーム等は全てアルミニウム素材を使用し総体的な重量軽減を図るとともに、車体の 

重量バランスにも配慮すること。 

（３）車体フレームの主要構造体は、アルミニウムパネルにて構成された独立した左右 

の環状パネルフレームを結合し、構造体の強度は環状パネルフレームそのものと、 

左右各１本の支柱のみで担保し、その他の支柱、梁、壁等は強度部材として一切必 

要としない内部レイアウトの自由度の高い構造とする。 

なお、アルミニウム素材の使用にあたり応力や振動を緩和する装置を設けること。 
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（４）車体に使用するアルミニウムパネルは防錆処理（アルマイト処理）を施したもの 

とすること。 

（５）骨組みは、完全に自立する構造とし、側板、腰板等に直接大きな荷重を負担させ

ないこと。 

（６）車両上部及び各ステップ類は、すべてアルミ縞板を使用すること。 

（７）ボデーに取付ける部品の取付けボルト及びビス類は、全てステンレス製を使用す 

ることとし貫通部分で危害を及ぼす部分は袋ナットを使用すること。 

（８）蹴り込み部等塗装剥離の恐れがある箇所には、ステンレスまたはアルミ板等の保 

護板を張ること。 

（９）側板とステップの交わる部分に水が滞留しない構造とし、錆の発生を防止するた 

め十分な防錆処置を施すこと。 

（10）骨組とボデーの組み付けには、十分な錆止め処理を施し、錆の発生を防止する処 

置を施し、取付け合わせ目、部分は全てコーキング処理を施し水等の侵入を防止す 

るようにすること。 

（11）ステップは、端部周辺を折り曲げ、切断面の返りは仕上げ処理をし、身体に危害 

が及ばないように入念に仕上げること。 

（12）坂道勾配を考慮し、アプローチアングル及びデパーチャーアングルを確保するこ 

と。 

（13）バッテリーは、点検及び交換が容易に行えるよう引き出し式とする（サイドステ 

  ップ一体型）。なお、バッテリー端子部分及び上面に、保護カバー等を設けること。 

（14）全輪に泥除けを取付けること。 

 

５ ぎ 装 

（１）キャブ外観艤装 

ア 消防章（危害防止板付）を、キャブ前面に取り付けること。 

イ フロントバンパー、グリルはメッキ加工をすること。また、フロントバンパー 

下部にスポイラーを取り付けること。 

ウ キャブルーフはＧＦＲＰ製ハイルーフとし散光式赤色警告灯一体型とする。ま 

た、ハイルーフ両側面に隊名標識（緑色地に白文字）を設けること。 

エ キャブフロントに赤色補助点滅灯、キャブ両側面上部（後部座席ドア上部付近） 

に補助赤色点滅灯を取り付ける。 

オ キャブフロント上部及び両側面に乗降用グリップ（メッキ）を設ける。 

カ バンパー左右両側面に赤色点滅灯を取り付ける。 

キ キャビン後部は張出式とし、壁面に呼吸器３器を強固に取り付け（面体フック 

含む）、且つ簡単に脱着できるワンタッチ式とすること。また面体には収納バッ 

クをつけること。 

ク 助手席側サイドミラー上部に、隊長用ミラーを取り付ける。 

（２）キャブ室内ぎ装 

ア 前席中央部にセンターコンソールボックス（コンパクトタイプ）を設置するこ 
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と。センターコンソールボックス及びインダッシュに無線機及びＡＶＭ装置を操 
作し易いよう取り付けること。電装品スイッチは、運転席から操作が容易に行え 
る構造・位置とし、スイッチ類には必要な照明及び名称表示をすること。また、 

後部隊員用に広報マイクを取り付けること。 

イ キャブ室内に隊員用のＬＥＤ照明を設けること。 

ウ 運転席、助手席にフレキシブルライトを取り付けること。 

エ 隊長及び運転者用のヘルメットホルダー（隊長２、運転者１計３個）を設ける 

こと。 

オ 呼吸器固定装置を助手席（空気呼吸器内蔵型シート）に１基、後部座席に３基 

（スマートドック）を設け、助手席の居住性を最大限確保すること。 

カ 後部座席背もたれは上下落としこみ式又はカット式とし、座席下はシート開閉 

式収納ボックスとする。 

  キ 後部座席は跳ね上げ式とすること。 

ク 携帯型拡声器、警戒棒及びゴム手袋ケース用のホルダーを必要数設置すること。 

ケ 座席シートには、汚れ等が付着した際も簡単に除去できる汚染シートカバーを 

（青×黒）張ること。 

コ ハイルーフ部には収納物が落下しない措置を講じた（扉等を設ける）大型の収 

納棚を設ける。収納棚内には、Ａ３の図書が収納できるよう仕切りを設けること。 

サ 前後の座席間にパンチングメタルを２枚（運転席側及び助手席側。センター部 

を開けて設置）設ける。 

  シ 呼吸器固定装置の上部にパンチングメタルを張り、Ｓ字フックを必要数設ける 

こと。 

（３）電装関係 

ア 運転席の見やすい位置に電圧計及び電流計を設けること。 

イ 各電装品のヒューズボックスを点検のしやすい位置に増設し表示をする。 

ウ １０連スイッチを設けること。取り付け場所、スイッチの並びについては別途 

協議。 

エ 各種スイッチ・計器類の夜間操作が容易に出来るように照明及び名称板を取り 

付けること。 

オ バックアイカメラ（カラー液晶）を取り付ける。 

カ ドライブレコーダーを取り付ける（取り付け位置は別途協議）。 

キ 外部入力コンセント(防水構造磁石式)を設け、車両バッテリーを充電できるも 

のとし、更にキャブ内に２口コンセント（１００Ｖ）を設け、各種電装品の充電 

ができる構造とする。また、走行中はインバーターによる電源供給（定格出力１ 

口２５０Ｗ以上）ができるものとする。 

ク 可能な限り車両四隅に障害物接近警報センサーを取り付けること（取り付け位 

置は別途協議）。 

（４）収納庫、資機材収納ボックス類 

ア 車体両側面、後部をアルミシャッター式（バーハンドル）の資機材収納ボック 
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ス及び収納庫とする。 

イ シャッター内及びボックス内には開閉連動式のＬＥＤ照明を設け、積載品等に 

 より損傷されないよう処置をする。 

ウ シャッター収納庫内に収納棚(固定式、可動式、引き出し式等)及び仕切り板を 

設け、ホース、積載品に応じた収納ができる構造とする。 

エ 棚板には、転落防止のため折り返しを設け、転落防止用ワンタッチ式ベルトを 

必要数設ける。 

オ 車体側面アルミシャッター内（左右）にアルミまたはステンレス製のパイプを 

通し、防火服等を掛ける可動式フックを取り付ける。 

カ 後部収納庫内はカート式手引きホースカーを２個収納できる構造とする。また、 

ホースカー収納部の空きスペースを有効に活用し、空気ボンベその他の資機材を 

収納できる構造とする（脱落防止措置に配意すること）。 

キ 車体上部にアルミ製の資機材収納ボックスを必要数取り付ける。 

ク 車体下部に収納ボックスを設け、ボックスの扉は、開いた状態でステップとし 

て使用できるよう強固に製作する。なお、各ボックスにあっては必要に応じ二重 

ロックとする。 

ケ 車体下部収納ボックスの枠には黄色または、赤の反射テープを貼ること。 

コ 各ボックス(車上ボックス含む)内には樹脂製スノコ板を敷くこと。 

（ア）各種ボックスは、防水構造とし、かつ水抜きドレン構造とする。 

（イ）車体左右リヤフェンダー部は展開でき、扉の開いた状態でステップとして使 

用できるよう強固に製作する。 

ケ 車体側面は嵩上げ加工を施すこと。 

コ 車体両側面嵩上げ部及び後部に赤色点滅灯を取り付け、散光式赤色警光灯と連 

動で作動する構造とする。車体両側面及び後部の赤色点滅灯は、減光調整が可能 

なものとし、さらに運転席で入・切できることとする。                

サ 作業灯を取り付け、側面作業灯のスイッチは側面に設けて、後部照明灯は運転 

席および後部でそれぞれ入・切ができる三路方式のスイッチとする。 

シ 車体両側面嵩上げ部及び後部に取付けする赤色点滅灯及び照明灯、並びに照明 

灯と一体の赤色点滅灯（照明灯と一体のもの）は当局と打合せた位置へ取り付け 

るものとする。 

 ス 車体上部にアルミ縞板を張り、必要な手摺りを取り付け十分な強度を有する構 

造とする。 

セ 車体上部にロープを結べるようフックを必要数取り付ける。 

ソ 各種ステップ、資機材積載等の外板部で損傷のある恐れのある部分は、全てア 

ルミ縞板若しくはプロテクター等で保護する。 

タ 当局の指示する場所に、車上に昇降するための展開梯子を車両後部に、車両側 

面には梯子又はステップを取り付ける。 

チ アルミ縞板張りは全てウレタンクリアー塗装すること。 

ツ 車体両側板は嵩上げ加工を施し、シャッター内の開口面積を最大限確保するた 
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め、シャッターの巻取り装置は嵩上げ部分に隠蔽する構造とすること。 

  テ 車体上部に棒吸管を収納するためのアタッチメントを取り付けること。 

 

（５）ポンプ室 

ア ポンプ室には容易に水が浸入しない構造とする。 

イ ポンプ室上部に容易に点検ができるよう十分な大きさの点検口を設ける。 

（６）梯子 

車体上部に３連梯子及び鍵付き梯子が収納できる梯子昇降装置を設置し、梯子昇 

降装置は後部引き出し回転式梯子昇降装置(ダンパー方式)として、容易に積降ろし 

できる構造とすること。また、キャブチルト時に梯子と干渉しないインターロック 

装置を設けること。 

（７）消防無線装置等の取り付け作業を行うこと。 

ア 消防無線装置本体（デジタル機）及び空中線等必要部材は現行車両からの積載 

替えとする。（その他、支給品以外に必要な部材等が生じた場合は受注者側が用 

意すること。）また、外部スピーカー、外部無線機を車両両側面に取り付け、内・ 

外のスピーカー切り替えスイッチを設けること。費用については受注者側が負 

担すること。 

イ 車両動態表示システム（AVM）は現行車両からの積載替えとする（その他、支 

給品以外に必要な部材等が生じた場合は受注者側が用意すること）。取り付け作 

業は、当局の指定する業者が別途作業を実施する。費用については受注者側が負 

担すること。 

ウ 上記作業について、作業工程等は受注者側が調整を図るものとする。 

（８）その他 

ア 車体取り付け品は落下防止のため二重ロック構造とする。 

イ キャブチルト装置は電動油圧式とし、エンジンの点検整備が容易にできるもの 

とする。 

ウ 各種装備品の車体への取り付け等については当局と別途協議すること。 

エ シャシへの改造を行う時は、シャシメーカーの架装要領に従い施工し、必要に 

より補強すること。 

オ 車体ぎ装による最低地上高は、できるだけ高く設定すること。 

 

６ 各種照明装置 

（１）サーチライト 

当局の指示する場所にＬＥＤサーチライト２式を取付ける。 

サーチライトは上下伸縮式で任意の方向を照射でき、固定用のロックネジを設け 

る。スイッチはそれぞれ個別に設け、保護枠付きで防水構造であること。 

（２）可搬式投光器一式 

車両より離れた場所での夜間照明確保のため可搬式投光器を一式装備する。 

ア 電   球 ヤマハ クロスバスターＥ０５４セット 



- 8 - 
 

イ 配   線 防水型ドラム式コードリール３０ｍ 

ウ 発動発電機 約９００Ｗ型 

 

７ ホースカー 

本体は軽量カート式手引きホースカーで、６５㎜ホースを３本以上積載でき構造と

する。ホースカーについては２式積載すること。 

 

８ ポンプ装置、配管関係 

（１）主ポンプ装置関係 

 ポンプ性能  Ａ－２級インデュ－サ－付高圧二段バランスタービンポンプ 

ア 大規模火災・高層建物火災・林野火災時に対応できるよう、放水性能は次のと 

おりとする。 

① 規格放水量 0.85MPa で 2,500L/min 以上 

② 高圧放水量  1.4MPa で 2,100L/min 以上 

イ 排水装置は、電動式としＰＴＯスイッチに連動して作動すること。また、非常 

用ＰＴＯを使用することで、エンジン停止時にドレンの開放をストップできる構 

造とする。 

ウ 軸封部は、真空漏れ発生時に増し締めまたは交換が容易に行え、故障時のコス 

トが安価なグランドパッキン方式とする。 

（２）真空ポンプ 

偏心ロータリー無給油式５翼で真空ポンプ 1機の排気量 1,275cc 以上とし、性能 

等は次のとおりとする。 

ア 規定の吸水管（80mm×10m）を使用し試験をおこなったとき、試験時大気圧の 

84%に達する時間が 15 秒以内とする。 

イ 漏気は 30 秒間に 10mm 以内とする。 

ウ 真空ポンプの耐久性向上のため、主ポンプと真空ポンプの間に汽水分離器を設 

け、水や泥などが進入しない構造とする。 

（３）自動揚水装置 

真空ポンプの操作は､計器盤直近に設けた操作盤にておこない、作動ボタン ON に   

より自動的に真空ポンプ駆動に適正な回転まで上昇し、揚水完了と同時にフロース 

イッチ（圧力検知は不可）により自動停止しアイドリング状態にもどる構造とす 

る。なお、操作盤は各メーカー固有のものとする。 

（４）ポンプ操作装置  

   ポンプ操作装置の表示画面は液晶パネル式とし、「真空ポンプ作動状況」、「各放    

口・中継口・吸水口の開閉状況」、「揚水状況」、「エゼクターの開閉状況」「流量及 

び積算流量」、「ポンプ回転」等の表示が容易に確認でき、水の流れが容易に確認で 

きる図形式とすること。 

 なお、主要な操作スイッチ（自動揚水、非常用真空、自動調圧、アイドリングス 

イッチ等）は操作が確実な押しボタン式とする。 
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（５）ポンプスロットル 

  ア ポンプスロットルは電子スロットルとし、スロットルの使用状況が把握できる 

よう液晶モニターに表示できること。 

  イ ポンプスロットルは、誤作動を防止するため左右ともに右回転でスロットルア

ップするものとする。 

（６）自動調圧装置 

   ポンプ圧力を任意に設定し、設定圧力以下になった場合は設定圧力まで圧力を上

昇させ、設定圧力以上になった場合は設定圧力まで圧力を下げる任意圧力安定機能、

放水停止時及び緊急時等に押すとエンジン回転がアイドリングまで降下するアイ

ドリング機能を設けること。 

（７）ポンプ配管 

   配管の曲部は努めて大きく取り、摩擦損失を最小限に抑えることとし、結合部は

フランジを使用し点検整備時に脱着できる構造とする。 

 また、各配管は耐久性向上のため亜鉛メッキのどぶ漬け加工を施すこと。 

（８）吸水口 

内径 75mm 以上のボールコックとし、電動吸管巻き取り装置（サイドプル方式） 

及び車両左側に各１個設け、電動吸管巻き取り装置は車体に対して垂直方向にポン 

プ室後方に配置し、左右どちら側からでも容易に引出せ、左右どちら側からでもロ 

ック及び解除ができる構造とする。なお、吸管の取り出しが容易に行えるよう吸管 

取出し口には金属製の三方ローラー及び巻き取り装置下部には金属製の補助ローラ 

ーを設けること。また、電動吸管巻取り装置の吸管巻取り速度は一定速度のものと 

する（チェーンレス方式）。 

（９）呼水装置 

確認窓付エゼクター装置で放水量 1,000L/0.5MPa（吸水高さ 3.0m）のとき、呼水 

装置のバルブを全開しても落水せず 60 秒以内に揚水を完了するものとする。 

（10）放水口 

内径 65mm ボールコックとし、ポンプ室両側に各２個設けること。 

（11）中継口 

ポンプ室両側に各 1個設けることとする。なお、右側の中継口は 75mm ボールコ 

ック（エゼクター装置付）とし、予備吸管が接続可能な構造とする。 

また、右側のボールコックには消火栓媒介金具を取り付け、常時中継口として運 

用するものとする。 

（12）水抜き 

主ポンプ及び吸水口、ならびに、中継口の水抜きは PTO 作動に連動させること。 

なお、放水口の排水装置は左右に各 1個、手動バルブにて設けること。 

（13）計器 

ア ポンプ圧力計及びポンプ連成計（ブルトン管式・バックライト付・耐振型）を 

左右操作面に取り付けとする。 

イ 流量計を左右に各１箇所設け、左右の液晶操作盤にて流量が確認できること。 
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ウ 積算流量計は左右の液晶操作盤にて積算流量が確認できること。 

エ ポンプ回転を左右の液晶操作盤にて確認できること。 

オ ポンプ操作面左右には、有効に照射できる LED 式計器灯を設けること。 

（14）冷却装置 

冷却水は 2系統とし、それぞれに操作バルブ、清掃が容易に出来るストレ－ナ及 

び、通水が目視できるカップを設けること。 

（15）給脂装置 

ポンプグランド部へ給脂出来るグリスポンプを、ポンプ操作部の適当な位置に設 

けること。 

（16）不凍液注入装置 

ポンプ及び真空ポンプ配管の凍結防止のため、不凍液注入装置を設けること。 

（17）泡消火薬剤混合装置 

危険物火災及び普通火災に活用できる泡混合装置を装備すること。 

ア 泡剤混合方式 

操作性及び維持管理に優れたポンププロポーショナ方式とすること。 

イ 構造及び諸元 

（ア）吐水配管と吸水配管との間にバイパス径路を設け、その中間に混合バルブ及 

  びポンププロポーショナを設けること。なお、バイパス配管はφ２５を使用す 

ること。 

（イ）ポンププロポーショナは、危険物火災時の３％混合及び普通火災時消火剤少 

  量混合用の０．１％を兼ねるものとすること。 

（ウ）ポンププロポーショナは、自然水利、水槽の無圧水及び吸管部署又は他隊か 

らの中継による有圧水においても泡混合ができるものであること。 

（エ）泡混合装置は、すべての泡消火薬剤を使用できること。なお、危険物火災用 

３％吸入率を測定設定する場合は、フッ素たん白泡(石油類及び水溶性液体火 

災用)を基準とすること。 

（オ）ポンププロポーショナの泡剤吸入部に泡剤配管を接続し、泡剤混合比率調整 

  ダイヤルを右側ポンプ操作部付近に設け、分解清掃が容易なものとする。 

（カ）泡消火薬剤の吸引方法は、２０Ｌポリ缶及び簡易水槽等から泡消火薬剤を吸 

  入する外部吸液方式とし、外部吸液ホースの着脱はワンタッチ方式とすること。 

ウ 諸元性能等は、次に掲げるとおりとする。 

（ア）危険物火災用３％適正混合範囲  

フッ素たん白泡消火薬剤（石油類及び水溶性液体火災用）の吸入率約３％に 

おいて、毎分約５００Ｌから１０００Ｌまで混合でき、すべての発泡器具が使 

用できること。 

（イ）普通火災用０．１％消火剤少量混合適正混合範囲 

合成界面活性剤泡消火薬剤（クラスＡＢ兼用仕様）の吸入率約０．１％にお 

いて、毎分約６００Ｌ以下から２０００Ｌまで混合でき、すべての放水器具が 

使用できること。 
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（ウ）混合比率調整ダイヤルは、吸入される泡剤の量を所要の量に調整できる機構 

とし、混合放水量に応じた目盛を次表により操作部付近に表示すること。 

エ 諸元性能等は、次に掲げるとおりとする。 

（ア）危険物火災用３％適正混合範囲  

フッ素たん白泡消火薬剤（石油類及び水溶性液体火災用）の吸入率約３％にお 

いて、毎分約５００Ｌから１０００Ｌまで混合でき、すべての発泡器具が使用で 

きること。 

（イ）普通火災用０．１％消火剤少量混合適正混合範囲 

合成界面活性剤泡消火薬剤（クラスＡＢ兼用仕様）の吸入率約０．１％にお 

いて、毎分約６００Ｌ以下から２０００Ｌまで混合でき、すべての放水器具が 

使用できること。 

（ウ）混合比率調整ダイヤルは、吸入される泡剤の量を所要の量に調整できる機構 

とし、混合放水量に応じた目盛を操作部付近に表示すること。 

 

９ 水 槽 

（１）水槽は１，３００L以上のＧＦＲＰ製の水槽とし、振動及び衝撃等により損傷及 

び緩み等を生じないように車台に固定し設置すること。なお、水槽上部にはマンホ 

ール、内部には水の動揺を防止する防波板を設け、0.03MPa の水圧に対し、変形及 

び漏れがない構造であること。 

（２）構造は次のとおりとすること。 

ア 水槽から主ポンプへ吸水連結管は、内径 65mm 以上としボールコックを設け、 

車体両側で操作できるものとする。 

イ 水槽は自己補給が可能であり、主ポンプ吐水側と内径 40mm 以上としボールコ 

ックを介して接続し、車体両側で操作できるようにすること。 

ウ 水槽には補給口（65 ㎜差込メス金具・タンク停止弁付）を水槽左右側面に各 

１箇所設けること。 

エ 逆流によるウォータハンマーから水槽を保護するため、タンク吸水コックは 

電動コックを使用し、吸水口及び中継口とタンク吸水コックが同時に開かないよ

う制御すること。 

カ 水量計は電子水量計とし、左右液晶モニターにて確認ができること。 

キ 水槽には、オーバーフローパイプ及び排水バルブ又はコックを取付けること。 

ク 水槽内部は、清掃、補修が容易な構造であること。 

ケ 水槽水取出し口を右補給口付近に１箇所設けること。 

 

１０ 塗装等 

（１） 車体は錆落とし等、塗装に必要な下地処理を行い、市川市指定色を３回吹き付 

け塗装し、クリア仕上げを行う（各行程について写真を撮影すること）。 

 

 



- 12 - 
 

（２） 文字の記入については、次の表のとおりとする。※ 

場所 記入文字 文字書体・色 

フロントパネル 市川 
丸ゴシック 白反射 

フロントスポイラー 南ポンプ１ 

車両後部ドア 市川市消防局 丸ゴシック 白反射 

車両側面シャッター

及び車体 

ICHIKAWA CITY FIRE BUREAU 
明朝斜体 白反射黒縁 

SMALL TANK 

千葉県 丸ゴシック  

白反射黒縁 南ポンプ１ 

車両後部シャッター 

千葉県 

丸ゴシック 白文字黒 

縁反射 

市川市消防局 

ICHIKAWA CITY FIRE BUREAU 

FIRE ENGINE 

南ポンプ１ 

車両後部 南 丸ゴシック 黄色反射 

   ※文字の大きさ、配置場所については別途協議。 

（３）後部ドア下部及び車体下部収納庫、タイヤハウス下部に黒反射テープを貼付し、 

後部ドア下部の黒反射テープに「CHIBA」と白反射テープで記入する。 

（４）各シャッター枠及び当局が指示する場所に赤色反射テープを貼付すること。 

（５）その他必要に応じ当局の指示する文字及びマークを記入する。 

（６）ぎ装に際し使用するボルト、ナット類は全てステンレス製を使用すること。 

   なお、ステンレス製がない場合は当局の指示するボルト、ナット類を使用する 

  こと。 

（７）アルミ縞板は、製作前に当局に色合いの承認を得ること。なお、当局の承認が得

られない場合には、シルバー塗装を施しウレタンクリアー仕上げを行うこと。 

 

第３ 検   査 

 
１ 中間検査は、ぎ装完成前に当局と協議し実施する。 

尚、中間検査時には受注者製作工場にて以下の検査を実施する。 
（１）車両転覆角度適正実測検査 
（２）車両重量測定検査 
（３）車両登坂性能実測検査 
（４）悪路走行検査 
２ 完成検査は、全ぎ装が完了し、積載品等が全て用意された状態で実施する。 
３ 各検査を受けようとするときは、２週間前までに書類で申請する。 
４ 各検査には、営業及び技術担当者が立ち合うものとする。 
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５ 検査項目 
（１）性能検査 
（２）ぎ装検査 
（３）付属品等検査 

検査については、社内データをもって代えることができる。検査の結果不合格と 
認めた箇所については、直ちに修復のうえ再検査を受けること。 

 
第４ 保   証 

 
保証期間はメーカーが保証する期間とし、定められていない場合は２年間とする。た

だし、シャシ及び製作者側に起因する不都合箇所が生じた場合は保証期間後も無償で修

復または修理すること。 
 

第５ そ の 他 

 
１ 車両の納入場所は当局とする。 
２ 車両及び積載機器等の使用に必要な付属品等は全て省かず納入すること。また、車

両や資機材のメーカー標準付属品についても同様とする。 
３ 納車時、各種資機材は全て使用可能状態で納品すること。 
４ 仕様内に工業権（特許権）がある場合は、受注者が解決を図ること。 
５ 全ぎ装完了後、陸運局の新規登録検査を受け、合格後納車することとし、一切の費

用は、受注者側において負担するものとする（重量税、自賠責保険、自動車リサイク

ル料は納入後、別途精算とする）。 
６ 受注者は車両納入後、積載する空気呼吸器に搭載されるボンベ及び予備ボンベを合

計した本数分の旧ボンベを持ち帰り、廃棄処分すること。なお、処分に係る一切の費

用は受注者の負担とする。 
７ 別表に掲げる装備品及び積載品のうち同等品を選定する場合は当局に同等製品名

等を連絡し承認を得ること。 
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第６ 別   表 

１ シャシ （補助対象）                            

番号 品      名 数量 摘      要 

１ シャシ １ 標準付属品含む 

 

２ シャシ装備品（補助対象外） 

番号 品      名 数量 摘      要 

１ ＬＥＤヘッドランプ 1 式 純正品 

２ ＬＥＤフォグランプ １式 純正品 

３ バックランプ １式 保護カバー付 

４ サイドバイザー １式 純正品 

５ フェンダープロテクター １式 純正品 

６ デジタル時計 １ 純正品 

７ 泥よけゴム １式 純正品 

８ エアコン １式 純正品 

９ サンバイザー １式 純正品 

１０ 車両標準工具 １ 工具及び油圧ジャッキ 

１１ フロアマット １式 純正品 

１２ 三角反射板 １ 純正品 

１３ 工具セット １式 ＫＴＣ ＳＫ３５６１ＷＺＲ  

１４ スペアキー ３ リモコンキー×２ キーホルダー含 

 

３ 装備品及び積載品（補助対象） 

番号 品      名 数量 摘      要 

１ ポンプ圧力計 １式 左右 照明付き 

２ ポンプ連成計 １式 左右 照明付き（リタード式） 

３ エンジン回転計 １式 純正品 

４ ポンプ回転計 １式  

５ エンジン油温計 １式 純正品 

６ 散光式赤色警光灯 １式 
ハイルーフ一体型で中央部に電子サ

イレンスピーカー 

７ 
補助赤色点滅灯 

（フロントパネル） 
２ 

大阪サイレン ＬＦＡ－１５０ 

若しくは同等品 
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番号 品      名 数量 摘      要 

８ 
赤色点滅灯 

（キャブ後部座席上部） 
２ 

大阪サイレン ＬＦＡ－２００若し

くは同等品 

９ 側面赤色点滅灯 ６ 

大阪サイレン ＬＦＡ－２００若し

くは同等品×４ ＬＦＩＡ－３００

×２ 

１０ 側面照明灯 ４ 
大阪サイレン ＬＩＡ－２００若し

くは同等品 

１１ 後部赤色点滅灯及び照明灯 ２ 
大阪サイレン ＬＦＩＡ－３００ 

若しくは同等品（保護カバー付き） 

１２ 電子サイレン １式 
大阪サイレン ＴＳＫ－D１５２MK－

Ｄ１若しくは同等品 

１３ モーターサイレン 1 式  

１４ スイッチ照明灯 １式 本文参照 

１５ ボックス内照明灯 １式 本文参照 

１６ ポンプ室内灯 １式 本文参照 

１７ 計器灯 １式 本文参照 

１８ 隊員室内照明灯 １式 ＬＥＤ製 

１９ 後退警報器 １ 音声式（オンオフスイッチ付） 

２０ 隊名標識灯 １式 
ハイルーフ両側面に設ける（緑色地に

白文字） 

２１ 電動サイレン １ 散光式赤色警告灯一体型 

２２ 流量計 １式 液晶モニター内蔵式（放水口各 1個） 

２３ 積算流量計 １ 液晶モニター内蔵式 

２４ キャブチルト装置 １式 純正品（電動油圧式） 

２５ 作業灯（サーチライト） ２式 
佐藤工業所 フラッシュボーイポー

ルＬＥＤ又は同等品 

２６ 無線通話装置取り付け １式 本文参照 無線外部送受話機左右 

２７ 吸管 １式 10ｍ  

２８ 吸管離脱器 １ 
ヨネ ロープ引き上げ式消火栓媒介

（マジックテープ付き）ＰＲ－７５ 

２９ 棒吸管 1 式 ３又は４本連結式棒吸管×１式 

３０ 吸管ちりよけ籠 ２ 上記セットに含む 

３１ 吸管まくら木 ２ プラスチックゴムバンド付 
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番号 品      名 数量 摘      要 

３２ 吸管ロープ ２ №２７のセットに含む 

３３ 吸口ストレーナー ２  

３４ 吸管ストレーナー ２ 岩崎製作所１６ＳＫＧ３Ｐ 

３５ 中継口用媒介金具 ２ ヨネ ６５ｍｍ差込式メス 

３６ 中継口用ストレーナー ２  

３７ 中継口用キャップ ２ ヨネ 

３８ 消火栓開閉金具 １式 
Ｔ字型×２ 

日之出バール（先３５ｍｍ）×１  

３９ スピンドルドライバー １ ９００ｍｍ 

４０ 吸管スパナ ２ 純正 

４１ 管そう ２ 
ヨネ安全管鎗 

６５ｍｍ（短・標準型）各１本  

４２ ノズル ４ 

ヨネ ＮＶ６５Ｗ･Ⅱ×２ 

クアドラ ０．５MPa 仕様 

５０ｍｍ×２、肩掛けベルト付  

４３ 放口媒介金具 ４ 
ヨネ ＡＮＳ－６５ＭＣ×２、 

ＡＮＳ－６５×２ 若しくは同等品 

４４ とび口 ２ １．８ｍ、グラスファイバー製 

４５ 金てこ １ 長さ８５０ｍｍ以上  

４６ 剣先スコップ １  

４７ ホースカー ４ ファーストライトＨＲ５ 

４８ ３連梯子 １式 
関東梯子ＫＨＡ－８７ 

ＴＲＣ-０２、ＴＲＳ-５０Ｌ  

４９ カギ付き梯子 １ 関東梯子ＫＨＦＬ－ＣＴ 

５０ 手動梯子昇降装置 １式 ３連梯子、カギ付き梯子用 

５１ 車輪止 ２ 岩崎製作所 中型車用（２０SDMOOR） 

５２ 消火器 １ 自動車用（ＡＢＣ粉末６kg） 

５３ ポンプ工具 １式 
グランドスパナ、冷却水ストレーナキ

ャップ用スパナ等 

５４ ホース（６５ｍｍ）     ３０ 

キンパイルミライトシリーズ 

SP‐aya‐A 使用圧１．６Ｍｐａ、カ

ラーホース（グリーン）、リング締め 

両端末に「市南」文字記入  
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番号 品      名 数量 摘      要 

５５ タイヤチェーン １式 シングルタイプ バンド付き 

５６ 分岐管 ３ 
６５×６５/５０ ×２ 

６５×５０/４０ ×１ 

５７ ホースブリッジ ２ ＣＢ４５０ ６５ｍｍ１本用×２ 

５８ 照明器具 １式 本文参照  

５９ 万能斧 １ トップマントビ又は同等品 

６０ 掛矢 １ 両端鉄環付 

６１ スタンドパイプ １ ヨネ ＰＳ－６５ 

６２ 
特殊ノズル用ホース 

（５０mm） 
４ 

キンパイルミライトセーフプロファ

イターＡ 使用圧１．６Ｍpa、カラー

ホース（グリーン）、リング締め 

若しくは同等品両端末に「市南」文字

記入  

６３ 空気呼吸器 重松製 ４式 

ライフゼム A１－１２－CX  

１５０度バルブ 保護カバー付 面

体収納袋、アイピースカバー、カバー

グラス付 

ボンベ エア・ウォーター防災製 ５

３０CⅢAZ（ボンベは予備を含め製造

年月日を最新とし、全ての年月日を合

わせること）  

６４ 空気呼吸器用予備ボンベ ４ 上記ボンベと同様 

６５ 空気呼吸器取付装置 ４式 
助手席シート内蔵×１ 

幅広マジックバンド式×３ 

６６ ホース背負器 １ 
ＦＳジャパン  

大型ホースバッグＦＳ１型 

 

４ 装備品及び積載品（補助対象外） 

番号 品      名 数量 摘      要 

１ 消防章 １ 台座付（黒） 

２ 路肩灯（ＬＥＤ） １式 
ポリカーボレンズ又は保護カバー付  

スモール連動オンオフ 

３ 車幅灯（ＬＥＤ） ４ 左右各２ スモール連動オンオフ 

４ ルーフネット １式 キャブ内天井側面部 

５ 牽引用フック １式 車両前後（可能な限り） 
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番号 品      名 数量 摘      要 

６ 大ハンマー １  

７ バール １ ミドリ安全 平バール ９０ｃｍ 

８ 漏水防止バンド １０ 
Ｙバンド７枚（色違い） 

ホースバンドＯＨⅠ型３枚 

９ 短ホース ３ 

６５ｍｍ×１０ｍ、６５ｍｍ×２ｍ 

６５ｍｍ×５ｍ 

（ホースカラーグレー、リング締め） 

１０ 中継用媒介金具 １式 

ヨネ  

６５×６５（オスオス、メスメス） 

６５メス×５０オス  

６５メス×４０オス  

５０メス×４０オス 

シャットオフボールバルブ×２  

１１ ボルドクリッパー １ 絶縁型ＺＢＣ 若しくは同等品 

１２ ラインプロポーショナー １式 深田工業製 500 型 LP-1.2-500 

１３ 低反動泡ノズル ２ 深田工業製 AFN-500VE 

１４ 中発泡 泡ノズル ２ 深田工業製 MEA-500P6 

１５ 泡消火薬剤（たん白泡） 10 

深田工業製 エコアルコフォーム 

ポリタンクに「市川市消防局」、 

薬剤名、納入年月日を記載 

１６ 
泡消火薬剤（合成界面活性

剤泡） 
10 

深田工業製 ハイフォーム 

ポリタンクに「市川市消防局」、 

薬剤名、納入年月日を記載 

１７ 訓練用合成界面活性剤泡 6 

深田工業製 

ポリタンクに「市川市消防局」、 

薬剤名、納入年月日を記載 

１８ 携帯拡声器 １ ウエットアカメガ  ＴＲＭ－１０  

１９ 携帯用投光器 ３ 

ストリームライト０９９サバイバー 

IEC防爆ライト充電器セット充電器セ

ット 予備バッテリー付 

２０ 
携帯型非接触温度計及び熱

画像カメラ 
１式 ヨネ プロイメージャーYST１０２ 

２１ レスキューシザー １  
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番号 品      名 数量 摘      要 

２２ 安全チョッキ ５ 

セイバーズ ＦＶ－１ 

胸「千葉県 市川市消防局」  

背 上「市川市消防局」 

下「南ポンプ１」文字記入  

２３ 隊名シール １００ 南ポンプ１ 

２４ バックアイカメラ １式 
市光工業 ＳＴ－９００ シャッタ

ー付 若しくは同等品 

２５ 救急セット 1 式 

手動式蘇生器コンビバックＷＣＯＭ

３（収納バッグ付き）エイバン商事 救

急セット ＯＥ４５－１０若しくは同

等品 

ワコー商事ファーストレスポンダー

バック A-900 

２６ ガス検知器 １式 

ＭＳＡ ＡＬＴＡＩＲ４Ｘ 

サンプリングチューブ７.５ｍ（テフ

ロン）、フロートプローブ、専用ケー

ス付 

２７ 伸縮式発光三角コーン ３ 
テイセン標準型「市川市消防局」文字

記入ウエイト付若しくは同等品  

２８ 簡易油圧救助器具 １式 

オグラ充電式油圧救助器具 

ＯＣＴ‐３００ 収納ケース付き 

予備バッテリー×１ 付属  

２９ ホース（６５ｍｍ）    ３０ 

キンパイルミライトシリーズ 

SP‐aya‐A 使用圧１．６Ｍｐａ、カ

ラーホース、リング締め 

３０ 警戒棒 １ ＬＥＤ点滅式 

３１ 車両充電装置 １式 
ずぼら充電器（防水マグネットコンセ

ント、１０ｍ補助コード） 

３２ ドライブレコーダー １式 

Yupiteru 製 法人トラック用ドライ

ブレコーダー、 2 カメラ、常時録画、 

GPS 搭載 32microSDHC×４ 

３３ カーナビゲーション １式 

３４ ナイロン三つ打ちロープ  ２ 
東京製綱Ｍ（白、緑各１）若しくは同

等品  
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番号 品      名 数量 摘      要 

３５ カラビナ、プーリー １３ 

ＫＡ－１０２ＷＳ×６ 

ＫＡ－１２ＫＳ×４  

PL-７５R×３ 若しくは同等品 

カラビナバッグ（ウエストポーチ）「市

川市消防局」名入り 

３６ ホース（５０ｍｍ） １１ 

キンパイルミライトセーフプロファ

イターＡ 使用圧１．６Ｍｐａ、カラ

ーホース（グリーン）、リング締め若

しくは同等品 

両端末に「市南」文字記入  

３７ 
無線通話装置車及び両動態

装置現車からの積み替え 
１式 無線機及び AVM 本文参照 

３８ エンジンカッター １式 

スチール バッテリー式 

TSA-230 予備バッテリー×１ 

鉄用・コンクリート用各２枚 

３９ チェンソー １式 
スチール ＭＳ２６１ 又は同等品 

替え刃付き 

４０ ホースバッグ ２ 

FS JAPAN ホースバックⅢV2×１ 

ホースバッグⅡW５０－６０×１ 

市川市消防局名入り 

４１ プライバシーシート ３ 

プライバシーシート BIG×１ 

クイックプライバシーシートV３×２ 

市川市消防局名入り（受注者が作成） 

４２ ＬＥＤ警告灯 ５ 
ＳＡＶＥＲＳ ＬＥＤマグネット警

告灯 

４３ ドアストッパー ５ FS JAPAN ドアストッパー 

４４ 耐電手袋 ２ 高圧用ゴム手袋 

４５ ロープバック １ 
レスキュージャパンバケットタイプ

大 

４７ 簡易縛帯 ２ 
ＦＵＪＩＩ ＤＥＮＫＯ Ｒ―４３０

×１ ピタゴール×１ 

４８ ブルーシート １０ 厚手 

４９ 消泡剤 ３ テイセン Ｅ－２０ 
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番号 品      名 数量 摘      要 

５０ 
特殊ノズル用ホース  

（4０ｍｍ） 
２ 

キンパイルミライトセーフプロファ

イターＡ 使用圧１．６Ｍｐａ、カラ

ーホース（グリーン）、リング締め若

しくは同等品 

両端末に「市南」文字記入  

５１ ボンベカバー ８ 
FS JAPAN 重松製ブルーネッカー用 

レッド４．７リットル用 

５２ クーラーボックス ２ １５リットル程度 

５３ ガソリン携行缶 ２ １０リットル ５リットル 

５４ 特殊ノズル ２ 

ヨネ  

ボアテックスノズル 

G-フォース・セレクタブルトリガー 

５５ 舟形担架 １ 
バスケットストレッチャー 

モデル７１ 

５６ ステップチョーク ２ 赤尾ステップチョーク Aセット 

５７ 
ニーパッド、エルボーパッ

ド 
４ アルタ スーパーフレックス 

５８ 破壊器具 １ 

ライトレスキュー 

アックス・ハリガンセット ストラッ

プ付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 概要図 

 

 

 

                

令和３年度  
消防ポンプ自動車 

 
呼  称 市川南ポンプ１ 
配置場所 南 消 防 署 


